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１．概要（Summary） 

MEMS(Micro Electro Mechanical Systems)技術を

用いて共振器を作製して、特定の周波数を持つ電波が来

た時に共振現象を起こす MEMS 共振器の開発を進めた。

それに伴いMEMS共振器が共振した際に構造体が蓄え

るエネルギーについてシミュレーションし評価を行なった。 
２．実験（Experimental） 

設計には、レイアウトエディタを用いてマスクの作製を

行なった。さらに、共振周波数を設計するために理論計

算と有限要素解析シミュレーションを行なった。実際に作

製した MEMS 共振器とそのパラメータを示す(Fig. 1)。 

 
Fig.1  Resonator SEM photograph and parameters 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した MEMS 共振器をスペクトラムアナライザで測

定した。測定した波形を示す(Fig. 2)。この波形は、電極

に信号を入力して、アンカー部を出力として MEMS が共

振を起こした時の信号の変化を測定したものである。 

 
Fig. 2 Resonance curve 

simulink を用いた共振シミュレーションを行なった。そ

の際に用いたブロック線図を示す(Fig. 3)。 

 
Fig. 3 Block diagram for the MatLab. simulation  
次に、Fig. 3 を用いたシミュレーションにより得られた弾

性エネルギーの解析結果を示す (Fig. 4)。結果より、

MEMS 共振器が共振した際に最大で 1.5×10-12  J のエ

ネルギーを持つことが明らかとなった。 

 
Fig. 4 Accumulated energy of the resonator 
下表に測定結果とシミュレーション結果をまとめる。 
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